
 

“子ども農山漁村交流プロジェクト” 

は人口減少時代における喫緊の課題であ 

る『地方創生』の関連施策として位置付 

けられており、子供たちの生きる力を育 

む機会の提供が送り側の自治体や学校の 

魅力づくりにつながるほか、フィールド 

となる受入地域の良さの再発見や活性化 

にも寄与するものと考えられます。 

今回、沖縄県における今後の農林漁家 

で宿泊する学校交流の今後について考える契機とするため、本セミナーを開催しました。 

 

日  程 平成２８年８月１０日（水）１３：３０～１６：３０ 
 

会  場 リゾートホテルベルパライソ  １階・トロピカルウィンズ 
（沖縄県国頭郡今帰仁村字運天 1069） 

 

主  催 一般財団法人 都市農山漁村交流活性化機構 
 
協  力 沖縄県、今帰仁村、今帰仁村観光協会 
 

参加対象 受入関係者、行政職員、ＮＰＯ、地域づくりや教育に関心がある方等 
 

参 加 料 無料 
 

参加人数 ４７名  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県における農泊型学校交流の今後を考える 

沖縄県子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー開催報告 

～地域の未来を次世代につなげていくために～ 

 

１３：３０ 主催者挨拶 

（一財）都市農山漁村交流活性化機構 専務理事 山野 昭二 
 

１３：３５ 来賓挨拶  

今帰仁村  経済課 課長 我那覇 隆文 氏 

 

１３：４５ 解説 全国事例にみる農泊型学校交流の傾向と対策 

      ～子供達の成長と地域の未来に貢献するために～ 

   （一財）都市農山漁村交流活性化機構 次長 花垣 紀之 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

１４：５０ パネルディスカッション 

      地域を元気にする子ども交流を継続するためには 

～地域の未来を次世代につなげていくために～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【アドバイザー】 

沖縄県地域づくりネットワーク副会長 山城 定雄 氏 

（沖縄県東村） 

【パネリスト】  
今帰仁村民泊受入推進協議会 会長 宍戸 秀雄 氏 

（沖縄県今帰仁村）  

伊是名村 学校民泊家庭 東江 文子 氏（沖縄県伊是名村） 
 

【モデレーター】 

（一財）都市農山漁村交流活性化機構 次長 花垣 紀之 
 

 過疎化・高齢化・就業機会の不足などの課題脱出のために、全国的にもいち早くエコツー

リズムや学校教育旅行等による地域コミュニティビジネスをはじめた沖縄県東村の山城氏

からのアドバイスをいただきながら、今帰仁村、伊是名村のリーダーによる学校教育旅行の

受入の経験や地域の未来に向けた思い等についてお話をいただきました。 

 

１６：２５  閉会挨拶 

沖縄県 農林水産部  

村づくり計画課  

班長 長元  司 氏 

１６：３０ 閉会 

  

 


